
 

 

     

 

     201８年度 NPO法人アクションおっぱまの事業 
 
          2018年度の活動をミニアルバムにしました  

 
 （１）空き家プロジェクト 

       関東学院大学人間共生学部人間共生デザイン学科の教員と学生が、追浜の空き 

      家を改装し、積極的に地域の活動に参加するというプロジェクト。アクションお 

      っぱまは、地元町内会や空き家を活用したいという家主さんと大学をつなぎ、学 

      生の地域活動を支援しました。 

       2018年度は、二軒目の空き家活用となる追浜南町の「おっぱまのま」を使って 

      活動に関わりました。追浜の子育てグループ、オパイル（追浜・パパ・ママ・ス 

      マイル）の皆さんと地域で活動する管理栄養士の「栄養改善を広げる仲間の会」 

      による「幼児のための手作りおやつ」の講座を支援しました。 

                  
                 おやつ作り       手作りおやつの会に集まった皆さん   

  

 

 （２） こみゅに亭カフェでのイベント 

   １）ワゴンセール   

      2018年度も、こみせのPRを兼ねて、春は4月16日(月)、18日(水)、20日(金)、秋は 

     10月15日(月)、17日(水)、19日（金）にワゴンセールを行いました。 

     ワゴンセールの運営は、出店者の方々と決めています。開催日はこみゅに亭カフェの 

     野菜の販売に合わせています。幸い多くの方が足を止め、売り上げを伸ばすことがで 

     きました。 

               
        春のワゴンセール(1)          春のワゴンセール(2) 
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  （３） 地域の歴史遺産をいかしたまちづくり 

   １） 第三海堡遺構の保存と活用 

      2018年度は、毎月第一日曜日の一般公開日が350人、団体見学が123人（7団体）、ア 

     イクルフェアとY・フェスタ追浜のイベント開催が389人で総計862人、前年より少し減り 

     ました。 

      一般公開日が２回荒天のため中止になるなど、戸外の施設として天候の影響は避けら 

     れません 

    

       ２） 講演会「“海堡”って何？ 〜東京湾の秘められた人工島」開催 

      NPO法人アクションおっぱま 設立10周年を記念して、2018年11月25日(日)標記の講演 

          会を開催しました(会場：追浜コミュニティセンター４階集会室)。 

      東京湾第三海堡遺構の保存、公開は当法人の設立以来の事業の中心となっています。 

     最近、第二海堡上陸ツアーが関心を集めていることもあり、改めて東京湾海堡について 

          知るとともに、今後これをどう活かしていくかを考える機会となるよう企画しました。 

 

      講師と演題は下記の通りです。 

         高橋悦子（東京湾海堡ファンクラブ事務局長、 

                          土木学会・選奨土木遺産選考委員会幹事） 

                          「人工島建設の黎明―明治から大正期」 

  ⚪            真島秀行（お茶の水女子大学名誉教授） 

                         「東京湾海堡建設の功労者 西田明則と和算」 

  ⚪            岡田昌彰（近畿大学理工学部社会環境工学科教授） 

                         「東京湾海堡の景観的意義」  

   

       なおこの事業は、平成30年度横須賀市NPO補助金の対象事業となりました。 

           
            講演会の会場             岡田講師 

 

 

    ３） 第二回すかまち景観デザイン賞受賞  

      夏島都市緑地の東京湾第三海堡遺構が、港湾都市横須賀の象徴ともなり、横須賀らし 

     さの演出に寄与しているという理由で、第二回すかまち景観デザイン賞の協議会賞を受 

     賞しました。 

      授賞式は、2019年2月17日の「横須賀都市景観フォーラム」の冒頭ということで、受 

     賞団体（アクションおっぱま、追浜商盛会、追浜観光協会共同事業体）を代表して、ア 

     クションおっぱまが出席しました。           
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            すかまち景観デザイン賞の賞状              受賞解説 

                       

 

    ４） 第三海堡の文化財案内板設置 

      長年の懸案で、当法人がおっぱまはっけん倶楽部とともに設置を要請していた第三 

      海堡展示場の文化財案内板が、横須賀市教育委員会により2019年3月27日に設置され 

          ました。なお、うみかぜ公園にある「兵舎」にも同様の案内板が設置されています。 

      展示場を訪れる人はまずこの案内板に目を通すなど、効果は大きいと思います。 

 

         
 

       夏島都市緑地にある第三海堡の案内板    うみかぜ公園にある案内板 

 

 

 

   ５）貝山地下壕公開への動き 

        2015年11月10日の追浜地域運営協議会と横須賀市長との車座会議で、市として貝山 

     地下壕の安全な公開に向けて動き出すとの方針を受けて、2016年度から地域運営協議 

     会に、貝山地下壕検討部会が設置されました。当法人では、理事長はじめ役員が複数 

     これに参加しています。  

      一般公開は2019年度中（2020年3月までに）の予定でしたが、横須賀市の予算編成状 

     の都合から整備工事は2020年度以降となり、2019年度はガイド養成講座を先行して実 

     施することになっています。 
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  （４）視察、見学 

         2018年度は、立教大学法学部薬師丸研究室のゼミ生（代表・佐久間美帆ほか４名） 

      の研修を受け入れ、追浜地域と立教大学で学生の課題に対応しました。また３月1日に 

    （株）日本能率協会総合研究所と国土交通省国土交通総合研究所から、空き家プロジェ 

     クトについての視察がありました。 

     

  （５）第15回おっぱまワイン寄席 

        2019年4月9日(水)に第15回おっぱまワイン寄席を開催しました。日程が4月（2019年 

      度）になったのは、3月には柳家喬太郎師匠の舞台出演があり、日程の調整がつかなか 

     ったからで、多芸多才かつ人気者の師匠が、多忙な日程をやりくりして追浜へ来てくだ 

          さるのは嬉しいことです。 

      ぜひ追浜の地域内で開催をという強い希望があることから、今回も追浜地域運営協議 

     会の後援を得て、追浜コミュニティセンター北館３階集会室を使用することができまし   

     た。 

      おっぱまワインのPRをかねて、追浜で一流の芸能を手ごろな料金でという趣旨に多く 

     の方の賛同をいただいたと思います。約180名の観客の皆さんは、常連の柳家喬太郎師匠、 

     と真打ち昇進を控えた柳家喬の字さんの熱演に爆笑に次ぐ爆笑でした。 

           
     柳家喬太郎               柳家喬の字 
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